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真珠養殖の脱核に及ぼす核サイズと水温の影響（原著論文） 
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Influence of water temperature and nucleus size on the percentage of nucleus extrusion in 

post-operative pearl oysters, Pinctada fucata martensii 

 

SHUNSUKE IWANAGA AND MASAKO MURATA1 

 

The relationships between water temperature，nucleus size and percentage of nucleus extrusion 

were investigated in post-operative oysters obtained from pearl production experiments concluded 

in Saikai and Nagasaki Prefectural Institute of Fisheries，Nagasaki Prefecture from July to 

November 2022. Fifty five percent of nuclei extruded were from post-operative pearl oysters with 

unsuitable gonads. The percentage of nucleus extruded nucleus from post-operative pearl oysters 

was positively correlated with nucleus size. The percentage of nucleus extruded from 

post-operative pearl oysters exposed to varying water temperatures (0.8~1.2℃ /day) was 

significantly higher than that from oysters kept in constant water temperature (0.1~0.3℃/day) for 

13 days. The above results suggest that using pearl oysters with suitable gonads for operation， 

inserting small nucleus and maintaining a small water temperature fluctuation for about 2 weeks 

can be effective in improving the production efficiency of pearl culture.  

 

全国各地の主要な真珠養殖海域では，2019年から

アコヤガイ稚貝（当才貝）の大量へい死が発生して

大きな問題となっている。その原因は，ウイルスに

よる感染症 1）と判明しているが，その技術的な対策

は未だ公表されていない。このような状況から，県

内の真珠養殖業者は稚貝を安定的に確保するため，

毎年春季に種苗生産施設から稚貝を通常の 3～5 倍

購入して養殖を行っているものの，真珠生産量は低

下している。一方，世界的な真珠需要の増加から，

真珠の単価は著しく上昇し，2）養殖業の漁業収入は

増加傾向にある。しかし，今後，真珠需要が低下し

た場合，真珠単価が下落し，養殖業者は規模の縮小

や廃業に追い込まれる可能性が高い。そのため，真

珠業界では高品質真珠の生産性を高めることが重要

な課題と位置づけられている。 

 

このような中，真珠養殖では核を生殖巣に挿入

後の養生飼育中に，核が体外へ放出される脱核が

発生し，真珠生産に多大な影響を及ぼす問題を抱

えている。近年，県内の脱核は7月に最も多く，

2021 年における長崎県真珠養殖漁業協同組合管

内の脱核率は，20～60％であった（未発表）。 

そこで，脱核の低減に向けた基礎知見を得るこ

とを目的に，施術貝（挿核した貝）等に対する核

サイズ，養生水深，性成熟量 3）（軟体部重量に対

する内臓部重量の割合）と養生飼育中の水温変動

の試験を行い，若干の知見を得たので報告する。 

 

材料および方法 

試験 1：核サイズ試験は，西海市面高地先の漁場

で個体重量約27gの抑制貝（抑制飼育で生理状態 
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を調整した貝，n=486）に，養殖業者が従来挿入す

る6.60mm核を基準（対照）に，6.00，5.40mmの計

3サイズを 2022年 7月 12，20日に挿入後，それぞ

れ20，14日間養生飼育した。 

試験2：養生水深試験は，上記試験と同様の漁場と抑

制貝（n=486）を用い，2022年7月13，21日に6.60 

mm核を挿入後，養殖業者が従来用いる2.5m層を基

準（対照）に，5.0，8.0mの計3層で，それぞれ19，

13日間養生飼育した。 

試験3：性成熟量調査は，抑制貝の生殖巣の状態を把

握するため，2022年7月に養殖業者3名から施術に

適した抑制貝（n=60）を入手して性成熟量を調べる

とともに，上記試験の核保有貝と脱核貝の性成熟量

も調べた。 

試験4：水温変動試験は，西海市七ツ釜で個体重量約

20gの抑制貝（n=204）に 6.10mmの核を 2022年 10

月11日に挿入後，総合水産試験場の屋内水槽に設置

した 500L 水槽を用いて，県内の 7 月の水温帯であ

る26℃及び27℃の恒温区と各々の温度帯で1日に約

1℃の昇降温する変動区の計 4 区(各区 2 水槽の計 8

水槽)を設け，21日間無給餌飼育した。 

各試験終了時には軟X線装置等を用いて，生殖巣

に挿入した核の有無から，核保有貝と脱核貝に分け，

脱核率（生残貝数に対する脱核貝数の割合）及びへ

い死率（施術貝数に対するへい死貝数の割合）を調

べた。各試験の水温は，メモリー式水温記録計（株

式会社 ティアンドデイ製 Thermo Recorder おんど

とり®Jr. TR-51A）で測定した。各試験で使用した核

は，デジタルノギスで直径を小数点以下2位まで計

測してサイズを揃えた。また，各試験における区間

差の検定は，studentの t検定及びχ2検定を用い，4）

有意水準はp＜0.05とした。 

 

結 果 

試験1：核サイズ別の脱核率の結果をFig.1（白棒グラ

フ）に示す。2 回の試験で 5.40mm 区の脱核率は対

照の 6.60mm 区と比較して低かったが（p＜0.05），

6.00mm 区は対照区に対して一定の効果はみられな

かった。なお，各区のへい死率は 1％未満と差は

なかった。 

試験2：養生水深別の水温や脱核率の結果をFig.2， 

3（白棒グラフ）及びTable 1に示す。各試験の5.0m

層と 8.0m 層の平均水温は差がなく，2.5m 層より

約1℃低かった（Fig.2，Table 1）。脱核率は，各試

験の5.0m区は対照の2.5m区と比べて低かったが

（p＜0.05），8.0m区は対照区に対して一定の効果

はみられなかった（Fig.3）。なお，各区のへい死

率は1％未満と差はなかった。 
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試験3：性成熟量調査の結果をFig.4～6に示す。養殖

業者が選別した施術に適した生殖巣をもつ抑制貝の

性成熟量は，0.15～0.21の範囲であった（Fig.4）。そ

こで，核保有貝と脱殻貝の性成熟量を調べた結果，

核保有貝と脱核貝の性成熟量（Fig.5）には差があり

（p＜0.05），脱核貝には脱核の原因 5）となる成熟が

進行した貝（高成熟貝）や衰弱した貝（衰弱貝）が

約55％みられた（Fig.5，6）。また，上記試験の脱核

貝で通常施術しない個体を除いたところ，各区の脱

核率（Fig.1，3 の黒棒グラフ）は除く前と比較して

低下し（p＜0.05），特に核サイズと脱核率との間に

は，正の相関関係がみられた（p＜0.05）。 

試験4：水温変動試験の結果をFig.7，8及びTable 2

に示す。26，27℃変動区の水温変動差（1 日の最

高水温と最低水温の差）は，0.8～1.2℃であったの

に対して，それらの恒温区は 0.1～0.3℃と小さか

った（Fig.7）。脱核は全区で開始3日目から13日

目までにみられたが（Table2），26，27℃恒温区の

脱核率（Fig.8）がそれらの変動区より低かった（p

＜0.05）。 
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なお，試験1，2及び4の脱核貝では，全個体で生

殖巣のふくろ 5）（腸管迂曲部側）に核が放出された

傷穴を確認した。 

 

考 察 

施術に適した性成熟量 生理活動が活発な高成熟貝

や，逆にそれが著しく低下した衰弱貝は脱核率が高

いことが知られている。5-10）今回の試験では，脱核 

貝の約半数で施術に適さない高成熟貝と衰弱貝が

みられた。そのため，脱核率を低減するには，ま

ず施術に適した抑制貝を用いることが重要と考え

られた。 

核サイズが脱核に及ぼす影響 船越 11）らは，核サ

イズの違いが脱核率に及ぼす影響を調べ，軟体部

（生殖巣）に適した大きさの核に比べて大きめの

核を挿入すると脱核率が増加することを報告して

いる。本試験では，核サイズと脱核率は正の相関

関係がみられ，脱核率は抑制貝に無理をさせない

小核を用いることで低下すると推察された。 

水温変動が脱核に及ぼす影響 渥美ら 12）は，脱核

の原因として，養生飼育中の水温変動により，施

術貝の筋肉伸縮の頻度が高まるに伴い，核直上部

の皮膚に強い力が加わることが影響すると考え，

水温を一定にした屋内水槽で施術貝を 14 日間飼

育することで脱核率が低減できることを報告して

いる。本試験においても，施術貝を屋内水槽で施

術後21日間飼育した結果，脱核は13日目までに

みられ，恒温区の脱核率が変動区に比べて低かっ

た。また，海面の養生水深試験では 5.0，8.0m 区

の脱核率は 2.5m 区と比較して低く，試験開始か

ら 13 日間の 1 日平均水温変動差は 2.5m 区が約

0.8℃であったのに対し，5.0，8.0m区は約0.4℃と

小さかった。そのため，脱核には施術後約2週間

の水温変動が影響していると考えられた。 

以上の結果から，脱核対策には，1）施術は適正

な性成熟量の抑制貝に，通常より小さい核を挿入

すること，2）施術後の養生飼育は水温変動が少な

い層に2週間程度行うことで，脱核率が低下する

と考えられた。 

 

要 約 

脱核の低減法を検討した。核サイズ別の脱核率

は，5.4 mm核が6.6 mm核（対照）より低かった。

養生水深別の脱核率は，5 mが2.5 m（対照）より

低かった。上記試験における各区の脱核貝には,

通常施術しない高成熟や衰弱の貝（施術に不適正

な性成熟量の貝）が多くみられ，それらを除くと，
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各区の脱核率は低下した。水温変動試験では，脱核

は施術13日後までに発生し，26，27℃恒温区の脱核

率が各変動区より低かった。 

脱核対策には，1）施術は適正な性成熟量の抑制貝

に，通常より小さい核を挿入すること，2）養生飼育

は水温変動が少ない層に約2週間行うことで，脱核

率が低下すると考えられた。 
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